
 

 

 

 

 

 

 

10 月から、妊娠、出産、子育て期まで切れ目のない支援を目指し、身近な相談先としてマタニティ

コンシェルジュを健康課に配置します。 

保健師や助産師など妊娠、出産及び育児に関する専門的知識を有する者がコンシェルジュとして相

談支援にあたり、必要時には担当部署や専門機関へ繋ぎます。 

妊娠期からの支援を強化することで、安心して出産、子育てができる生駒市を目指します。 

                     

■ 従来のサポートとの違い             

１ 母子手帳交付時の面接の充実（ケアプランの作成） 

生駒市では、以前から妊娠届出時には保健師等が面

接を行い心配事の解消に努めていましたが、望まない

妊娠や育児と仕事との両立など多様化する悩みを抱え

る妊婦さんが増えてきている状況から、専従のスタッ

フを配置することで、より丁寧に面接し、全ての方へ

妊娠期の生活が具体的にイメージできるケアプランを

作成します。 

また、ニーズに応じて生駒市のサポートを紹介。特に手厚い支援を必要とされる妊婦さんへは、個

別計画を作成し、地区担当保健師と連携しながら継続支援を行います。 

 

２ 様々なサポートを必要とする方への継続支援の強化（定期的なフォロー） 

母子手帳交付時や転入時の様子から、妊娠、出産について継続的な支援が必要な方には、コンシェ

ルジュが面接や電話で、定期的に妊娠経過や困りごとを確認し、アドバイスします。 

 

３ 専用電話の開設 

妊娠、出産の悩みについて、どこへ相談すればいいかわからない、相談しにくいと感じていた方に

対し、妊娠、出産の支援を行うコンシェルジュが専用電話を通じて相談に応じます。 

専用ダイヤル：０７４３－ ７５－１１７５ 

開所日：土日休日や年末年始を除く平日 

時間：午前 9時～午後 5時 

＊来所相談を希望される場合は、予約制となっています。 

マタニティコンシェルジュによる 

「妊娠期からの切れ目のない支援」が始まります 

奈良県生駒市 

【記者会見資料】 

平成 28年 9月 27日 



 

４ SNS を活用した情報発信 

同時期に導入する「電子版親子手帳」を活用して、妊娠、出産、子育てに必要な情報を発信します。 

 

■ 対象者数の見込み       参考：妊娠届出状況の推移 

・年間 1000 件               

・1日平均 5件 

 

■ ケアプラン例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市健康課（近藤） 0743-75-2255 

年度 H23 H24 H25 H26 H27 

届出数 1,033 1,072 964 976 902


